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1. はじめに 

インターネットの普及とともにインターネッ

ト広告が数多く見られるようになった．これら

のサービスの中には何らかの方法によってユー

ザの行動を追跡し，ユーザの情報を収集するも

のがある．行動を追跡する手法として HTTP 

Cookie など，ユーザ側に保存されるデータを使

用 す る 手 法 が あ る が， そ の 他 にも Peter 

Eckersley の How Unique Is Your Web 

Browser?[1]によって提案された，ユーザから収

集できる複数の特徴点からユーザを推定する手

法がある． 

しかし，Peter Eckersley の手法では収集した

特徴点からユーザのハードウェアを推定しない

ため，ブラウザを変更してアクセスされた場合

に同一ユーザと推定できない事が考えられる． 

そこで本論文では， 新たな特徴点の一つとし

て， JavaScript ベンチマークである Sunspider

の結果を用いたユーザの CPU を推定する手法を

提案し，その実装を示す． 

 

2. Web における行動追跡 

2.1 概要 

ユーザの行動を追跡する手法として，ユーザ

側に保存されるデータを使用するものと特徴点

から推定するものがあると述べたが， ここでは

前者を確定的トラッキング，後者を推定的トラ

ッキングと呼称し，以下にその解説を示す． 

 

2.2 確定的トラッキング 

 HTTP Cookie や Adobe Flash Player のローカ

ル保存領域などを用いて，ユーザ毎に固有の識

別子を格納し，識別子と広告が存在する URL を

紐付けることによってユーザの行動追跡を行う．

この追跡法は，識別子によりユーザを一意に特

定できるが，識別子を削除された場合，追跡が

不可能になる． 

 

 

 

2.3 推定的トラッキング 

 ブラウザからサーバに送信されるリクエストに

付加されているブラウザの種類などの情報をも

とにユーザを推定する．また，JavaScript によ

って複数の特徴点を収集し推定する方法も含む． 

様々な手法を用いて特徴点を収集するため，全

ての特徴点の収集を防ぐことは難しい．しかし，

特徴が類似しているユーザが存在する場合，一

意に特定できない場合がある． 

 

3. Sunspider による CPU 推定 

3.1 Sunspider 

Sunspider[2]とは Apple 社の WebKit チームに

よって作成された JavaScript によるベンチマー

クスイートである．画面描画やテキスト操作な

どに関連する処理の JavaScript パフォーマンス

を 測 定 す る こ と が で き ， ブ ラ ウ ザ 間 の

JavaScript パフォーマンスを比較するために広

く利用されている． 

 

3.2 Sunspider と CPU の相関分析 

Sunspider の測定値によって CPU を判別できる

かを調査するため，CPU ベンチマークである

CrystalMark 2004R3[3]の測定値との相関分析を

行った．標本として 20 台のマシンにおいてデー

タを取った結果の散布図が以下のグラフである．

縦軸は CrystalMark の測定値であり，値が高け

れば高いほど良い．横軸は Sunspider の測定値

であり，値が低ければ低いほど良い． 

 
図 1 Sunspider と CrystalMark2004R3 の散布図 
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グラフから，2 つの間には負の相関があること

が仮定できる． 

Sunspider の測定値を X，CrystalMark の測定

値を Y と置くと，X と Y におけるピアソンの積率

相関係数 rは以下のように定められる． 
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r=-0.640227377 から，両者には負の相関があ

ることが仮定できる．更に，母相関係数が 0 で

あるかを有意水準α=0.05 で両側検定を行う． 

  は式(2)より 3.536 と計算される． 
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この値は有意水準αの際の既知の値 2.101 より

も大きい．このことから，母相関係数の有意確

率は有意水準αを下回ることがわかる．よって，

母相関係数は 0ではないということがわかる． 

これらのことから，Sunspider の測定値と CPU

の性能に有意な相関があることが考えられる． 

 

4. 提案システム 

4.1 概要 

本論文では，ユーザ側で計測した Sunspider

の測定結果を利用し，予めデータベースに格納

した Sunspider の測定値と比較することによっ

て CPU を推定する仕組みを提案し実装した． 

 

4.2 構成 

Web サーバ 

 Apache Version 2.2.15 

 PHP Version 5.3.3 

 

クライアント側で動作するものとして， Web

上で公開されている Sunspider Version 0.9.1

を改変し，bench.html を作成した．追加した機

能としては，各測定項目の測定結果の平均値を

URL に付加し，測定結果の比較を行う bench.php

にリクエストを送信する機能である． 

サーバ側で動作するものとして，クライアン

トから送信されたリクエストに付加されている

値を，データベースに格納されている値と比較

し，最も測定値が近い CPU を推定する機能を実

装した bench.php を作成した． 

また，推定の際に使用する値として，予め

Sunspider の測定値と CPU 名を紐付けてデータベ

ースに格納した． 

 

4.3 動作 

提案システムの動作を図 2 を用いて説明する． 

a) ユーザがブラウザでページにアクセスする． 

b) Web サーバから HTML（bench.html）がユーザ

に返される． 

c) ユーザのブラウザ上で Sunspider による測定

が実行される． 

d) 測定の終了後，Web サーバに測定の結果を送

信する． 

e) Web サーバからデータベースに，格納されて

いる Sunspider の測定値を要求する． 

f) Web サーバに，Sunspider の測定値を返す． 

g) 測定の結果とデータベースに要求した

Sunspider の測定値を用いて CPU の推定を行

う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 提案システムの動作 

5. まとめ 

Sunspider の測定結果を利用した，CPU 推定手

法による新たな特徴点を提案した．また，この

提案システムで実際に CPU の推定を行った場合，

CPU 名（プロセッサナンバーを除く）を 97%正し

く推定することができた． 

 

6. 参考文献 

[1] Peter Eckersley，2010, 

How Unique Is Your Web Browser? 

https://panopticlick.eff.org/browser-

uniqueness.pdf 

[2]SunSpider JavaScript Benchmark 

http://www.webkit.org/perf/sunspider/sunspi

der.html 

[3] CrystalMark 2004R3 

http://crystalmark.info/software/CrystalMar

k/ 

(a) 

(g) 

データベース 

Web サーバ 

 

 

 

 

bench.php 

(b) 

(c) 

(d) 

(f) (e) 

ブラウザ 

 

 

 

 

bench.html 

Copyright     2013 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-612

情報処理学会第75回全国大会


